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能登半島地震
2024年１月１日 M７．６

地震、津波による死者653名
（うち災害関連死425名）

（出典：NHKニュース2025年8月21日現在）

死因の多くは、住宅の下敷き
と高齢者等の災害関連死

※最重要な政策とは
⇒住宅耐震化（＋避難支援）
⇒高齢者等の避難生活支援



七尾市 道の駅 立入禁止のトイレ

2024年1月24日 鍵屋撮影



穴水駅前の仮設トイレ！
2024年1月24日 鍵屋撮影



〇災害用トイレを1回分で
も備蓄している人は22.2％
〇4日分以上備蓄している
人は4.３％
〇備蓄しない理由は
「特にない」が4４.５％

出典：2023（一社）日本トイレ協会 災害・仮設トイレ研究会調査

4日分以上備蓄４％という情報だけ
が確認できませんでしたので、お手
数ですが、データの確認ができる、
掲載先をご教示いただけますと幸い
です。
また、%の表記は小数点第１位まで
に揃えなくてもよろしいでしょうか。

小数点第１位まで統一して記載し直
しました。
https://j-

toilet.com/2023/09/02/saigai/

真ん中あたりのグラフで備蓄してい
る人の中で20回分以上の備蓄は
19.4％とあります。掛け合わせると
4.3％になります。

https://j-toilet.com/2023/09/02/saigai/
https://j-toilet.com/2023/09/02/saigai/
https://j-toilet.com/2023/09/02/saigai/


トイレ不足と栄養不足
リスク１：免疫機能低下により感
染症にかかりやすい。
リスク２：誤嚥性肺炎、エコノ
ミークラス症候群にかかりやすい
リスク３：イライラしてもめごと、
犯罪が多くなる
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災害関連死の経緯・認定理由（輪島市）
輪島市災害弔慰金等認定審査会の審査結果（令和6年5月14日）



能登半島地震関連死の状況例

・80代女性

近くのビニールハウスに避難
しており、トイレが使用できな
いため、近くの畑に行き転倒。
自力で動けない状態となり、
低体温症のため死亡。



能登にまた冬がくる・・・
緊急にやるべきこと

関連死の防止、特に自殺対策
東日本大震災関連自殺者は
2011年 50人
⇒2020年末 240人（50代、
60代が109人）
熊本地震は16人
出典：読売新聞オンライン2021/02/05

⇒災害ケースマネジメントの充実を！



以下、所有・賃貸の中高層住宅を含めて、
すべてマンションと表記します。



大阪府北部地震 マンションの６階
震度６弱2018年（平成30年）6月18日7時58分 被災者提供



大阪府北部地震（２０１８．６．１８ AM７：５８）

M.６．１ 最大震度６弱

⇒それほど大きくない地震で多大な被害

○ブロック塀（死者２名）と家具転倒（死者２名）

〇大きな経済損失 ８６６億円の地震保険（３位）

〇エレベータの緊急停止と閉じ込め

６万６千台が緊急停止、３４６人が閉じ込め

⇒東京湾北部地震M7.3におけるエレベータ被害
出典：中央防災会議首都直下地震対策専門調査会（2005年2月公表）

●エレベータ停止台数：住宅内・事務所内合
計で約３０万台

●エレベータ内閉じ込め者数：１万人以上



出典：エレベーターの地震対策の取組みについて（報告）国土交通省住宅局建築指導課令和２年７月１４日



出典：エレベーターの地震対策の取組みについて（報告）国土交通省住宅局建築指導課令和２年７月１４日
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出典：エレベーターの地震対策の取組みについて（報告）国土交通省住宅局建築指導課令和２年７月１４日



大阪府北部地震（M.６．１ 最大震度６弱）

エレベータ対策の教訓と提案
〇地震時管制運転装置（現行基準適合）ありで

も閉じ込めは発生

〇救出に３時間超を要した原因
• 公共交通機関の停止や交通渋滞による現場到着遅れ

• 一般電話回線の輻輳による保守員への情報伝達遅れ

〇全てのビルを一巡するのに、エレベーター保守事業
者によっては２～４日を要した。

⇒首都直下地震では以上の条件は悪化する！

【提案】建物管理者、消防職員等への閉じ込め救
出研修の実施と万一に備えた賠償保険



死 者： 15,900名

行方不明： 2,520名
(警察庁：2025.3.11)

2011年3月11日 東日本大震災

計：22,228名（以上）

釜石市鵜住居地区

鵜住居地区

両石地区
東京大学大学院

片田敏孝教授提供

避難者数：27,615名
（復興庁2025.2.1）

震災関連死：3,808名
(復興庁2025.3.11)



東日本大震災：宮城県マンション
管理士会員の体験談

◼ うちはたんすから何から全て全部倒れた。テ
レビから何からすごかったの。テレビはあっち
までいっちゃって・・・

◼ あちこちのマンションで冷蔵庫がたおれてまし
たよ、あと、凄かったのは電気温水器ね。しっ
かり固定されてなかったのね、温水器の水が
なくなるまで流れたのね。

◼ 部屋のなかで靴をはいて歩いていたよ。だっ
て、ガラスは飛び散ってるしね・・・・・・・



今年は関東大震災101年

1923年の平均寿命
男41歳、女43歳

↓
2023年の平均寿命
男81歳、女87歳



進み続ける高齢化（出典：統計局HP）

75歳以上は30年で約３倍！
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要介護者の日常生活動作

⚫自分で入浴できない
⚫50m以上歩けない
⚫階段を昇り降りできない
⚫大便の失敗がある
⚫小便の失敗がある

⇒72.1％
⇒69.2％
⇒80.2％
⇒59.9％
⇒69.8％

出典：日常生活圏域ニーズ調査モデル事業・結果報告書平成22年（2010）10月厚生労働省老健局



激増する高齢単身世帯！出典：令和元年高齢者白書

30年で3.4倍！



障がい者は25年で約62.5％増
（下図は12年で43％増）出典：厚生労働省HP



特定医療費（指定難病）
受給者証所持者数の変化

25年間で3.24倍！

1995年3月 291,856人
2020年3月 946,110人

出典：難病情報センターHP



近所づきあいは減っている！
出典：平成19年版国民生活白書、令和4年12月社会意識に関する世論調査

2022年



あと少しの支援があれば・・・

• 在宅の障がい児者を高齢者が世話をし
ている家庭も多かった。残念なことに、高
齢者の判断が遅れ、ともに逃げ遅れた事
例がいくつもあった。

• 自閉症の子どもがいることを近所の方が
前から知っていたので、支援に駆け付け、
一緒に避難して助かった

• 多くの被災地を回った経験からは、残念
なことに障がい者にとって地域の助け合い
は重要だが、必ずしもうまく行われていな
いと思う

中村雅彦「あと少しの支援があれば 東日本大震災障がい者の被災と避難の記
録」、ジアース教育新社、2012年2月



公助にも限界が・・・
自治体職員は25年で16.5％減！

出典：総務省HP
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54万人
減少



自助・共助・公助の現状

・自助：高齢化と単身化
・共助：近所のつながりの弱さと
町内会・自治会の参加者減、
消防団員減少
・公助：自治体職員の減少
⇒自助・共助・公助の「おまじな
い」が効かない現代社会



関連死をどう防ぐか！熊本の事例では
死者:276名(災害関連死:226名) （熊本県.2022.4.13）
直接死の4.5倍の関連死

益城町中心部
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熊本地震での震災関連死内訳令和３年３月末時点２１８件（更新）
出典：熊本地震の発災4か月以降の復旧・復興の取り組みに関する検証報告書、R3.4.9報道発表



熊本地震震災関連死 死亡時の生活環境区分
出典：熊本地震の発災4か月以降の復旧・復興の取り組みに関する検証報告書

生活環境 人数 割合

発災時にいた場所及びその周辺 12 5.5%

避難所等への移動中 0 0.0%

避難所滞在中 10 4.6%

仮設住宅滞在中 1 0.5%

民間賃貸住宅・公営住宅等滞在中 0 0.0%

親戚や知人の家に滞在中 8 3.7%

発災前と同じ居場所に滞在中の場合【自宅等】 81 37.2%

発災前と同じ居場所に滞在中の場合【病院】 27 12.4%

発災前と同じ居場所に滞在中の場合【介護施設】 17 7.8%

入院又は入所後１か月以上経過し亡くなった場合【病院】 58 26.6%

入院又は入所後１か月以上経過しなくなった場合【介護施設等】 3 1.4%

その他・不明 1 0.5%

合計 218



能登半島地震の関連死者で体調悪化した場所
出典：NHKニュースWEB2025年7月1日 17時16分

36



在宅の高齢者等支援が重要！

在宅の高齢者等の早急な見守り支
援が重要（自主防災組織の見守り
活動、訪問介護事業所のBCP、社協
の地域支え合いセンター、行政の保
健医療福祉調整本部）
※被災住民や自治体だけでは困難
⇒被災地内外支援者による官民連携
の被災者支援センター（仮称）制度



マンションでの生活継続
◎社員、家族がけがをすれば出勤
できない、働けない

◎残された家族の生活が困難であ
れば出勤できない、働けない
⇒都市ではマンション生活継続が、
企業・自治体・団体等のBCPの基
盤、社会インフラになる
⇒自助に任され、問題が見えない！





ピロティが潰れ、自動車が下敷きに
H28:５:６ 跡見学園女子大学 鍵屋撮影
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熊本地震マンションアンケート

・調査対象：熊本地震で被災した（株）あ
なぶきハウジングサービス管理マン
ション

・調査実施期間：平成29年2月24日（金）
～3月20日（月）
・回答数：46件
・アンケート作成：MALCA鍵屋、濱口
・アンケート調査分析
八千代エンジニヤリング(株)



被害のないマンションはなかった！
熊本地震マンションアンケート結果から

大規模半壊となった2件（4.3％）はすべてマンション
所在地が熊本市西区。竣工年はそれぞれ昭和58年、
平成2年。その他、半壊が12件（26.1％）、一部損壊
が31件（67.4％）



地震保険に加入していた！
熊本地震マンションアンケート結果から

地震保険に加入しているとの回答は45件（97.8％）



合意形成が進んだ要因は管理会社、

理事長、理事会熊本地震マンションアンケート結果から

「管理会社の協力」が1～3位で11件、「理事長など
のリーダーシップ」は1位の件数が6件



ソフト対策見直しは居住者リスト、長期
修繕計画！熊本地震マンションアンケート結果から

「防災備品等の備蓄」、「要配慮者リスト」は、震災
前の取り組み件数以上に新規、見直し



長期修繕計画、防災計画・マニュアル
作成が重要！熊本地震マンションアンケート結果から

長期修繕計画、防災計画・マニュアルを作成していると
本格工事が実施済み、工事中、実施予定が多い傾向



理事会活動と理事のキーパースンが
重要！熊本地震マンションアンケート結果から

理事会活動が活発、理事会等で活発に活動する
キーパーソンが数名いると、本格工事が実施済み、
工事中、今後実施予定との回答が多い傾向



とてもこまった、問題だった（１）

【ライフラインの被害】（10件）
・水道・ガスが止まった
・水が出ないのでトイレが使用できなかった
【建物等の被害】（7件）

・エレベーターが停止し復旧まで時間がか
かった

・エキスパンションジョイントカバーの不具
合で落下危険がある
・温水器の転倒による漏水の発生

・機械式駐車場は安全確認できるまで動かせ
ない



とてもこまった、問題だった（２）

【情報の不足】（6件）
・居住者の安否確認に時間を要した

・ライフライン等行政からの情報が不
足した
【ゴミ】（5件）

・外部からのゴミの持ち込みが発生し
た
・ゴミ置き場の容量オーバー
・分別などゴミ捨てのマナーの悪化



とても欲しかったもの

とても欲しかったもの
・水（12件）
・食料（5件）
・ライフライン等復旧情報（4件）
・ゴミ袋（2件）

※電気・通信が早期復旧したた
め、他が浮上した可能性あり



熊本地震に学ぶ在宅避難の肝（1）

【ハード】
・耐震性⇒全壊は継続して居住できな
い。建替えの合意形成困難。資金が
必要。
半壊、一部損壊は外壁が多い。
・設備⇒特に給水設備、管、エレベータ

※熊本地震の特徴は地盤、外構が大
きな被害



熊本地震に学ぶ在宅避難の肝（２）

【ソフト】
・長期修繕計画は非常に重要。工事
業者も長期修繕業者が多い
・防災計画・マニュアルは非常に重要
・居住者リストは必要
・地域連携は重要
・トイレ、水、食料の備蓄は必要





エレベーター等への掲示用チラシ



マンション防災
の方向性 （１）

◼多分野、多様、多彩な人材が高
密度に存在

◼住民相互の物理的距離が極め
て近い

◼相対的に建物が強い

※強みを活かす



マンション防災の
方向性 （２）

◼理事会、理事キーパースンの活性化

◼管理会社との協力関係

◼長期修繕計画、防災計画・マニュアル

◼マンション内被害、設備被害に関する
規定整備

※弱みをカバーする



マンションのトイレは首都直下地震の
最重要対策(１)

人は1日に5回のトイレ

市区町村が準備しているマンホールトイレや
仮設トイレは1階にしかない・・・・

⇒マンションからトイレのたびに上り下りするの
は困難、特に高齢者、障がい者、高層階など



マンションのトイレは首都直下地震の
最重要対策(２)

過去の災害では、マンション住民の多くはトイレ
が使えないので避難所か車中泊・・・

⇒トイレが使えないとマンション住民
が多数避難所に押し寄せる

一方、自治体はマンション住民の避難所までは
用意していない。



マンションのトイレは首都直下地震の
最重要対策(３)

⇒避難所に入れない人はどうする？

トイレも水・食料ももなければ

社会不安が増大！
パニックの発生も！



マンションのトイレは首都直下地震の
最重要対策(４)

〇避難生活が困難であれば、
企業、行政、団体の職員は、
出勤できない。
⇒復旧やBCPが動かず、社会
全体の復旧・復興が大幅に遅
れ、さらに社会不安を拡大



図3 関東大震災で上野駅の駅前広場に家財道具とともに避難した住民（提供：朝日新聞社）

当時、東京市の人口は約２２０万人
今、東京都区部の人口は約９８７万人



東日本大震災当日、新宿駅前広場
（２０１１年３月１１日午後３時２４分撮影）提供：朝日新聞社



災害に「も」強いマンションとは何か？

参
画
意
欲

「居住者」「管理組合等」
「管理会社」に「参画意
欲」を加えた二次元発想

・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・

東海大学 河井孝仁
教授資料を鍵屋修正



災害に「も」弱いマンションのイメージ

・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・

要求するばかりで、自ら
動こうとしない居住者
等

参
画
意
欲



災害に「も」強いマンションのイメージ

参
画
意
欲

・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・

理事会、コミュニティへ
の参画意欲の増大。管
理会社の支援力増大



災害に「も」もっと強いマンションのイメージ

参
画
意
欲

・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・

地域、自治体、マンショ
ン関係者と連携して参
画意欲の増加



専門家とも連携して、災害に「も」
強いマンションのイメージ

・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・

域外住民 ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・

専門性
備え

参
画
・
関
与
意
欲

専門家と連携して耐震性、
長期修繕・防災計画、規
約、備蓄、イベント等充実



孤独なボウリング
R・パットナム（米国政治学会元会長）

ボウリングする人の数は減っていないが、

みんなでする人は減り、一人が増えた！

◎アメリカの組織社会への参加率

以前のアメリカは市民の「つながり」が強かった。そのつ
ながりが幸福な暮らしと民主主義を支えてきた。

１９６０年頃は３０％⇒２０００年頃は１０％

⇒治安が悪化し、格差が大きくなり、社会の
効率が悪くなった



決め手は「ご近所力」

◎社会関係資本 Social Capital
人や地域のつながり＝信頼の絆＝ご近所力

社会関係資本は、人々を賢く、健康で、安全で、
豊かにし、公正で安定した民主主義を可能とす
る。

※「ご近所力」は付加的価値ではない

※「ご近所力」こそが、安心安全の源泉



ご清聴ありがとうございました！


	スライド 1: 過去の地震から学ぶ マンションの防災・減災対策 
	スライド 2: 参考：自己紹介
	スライド 3: 能登半島地震
	スライド 4
	スライド 5:  穴水駅前の仮設トイレ！ 2024年1月24日　鍵屋撮影
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: 災害関連死の経緯・認定理由（輪島市） 輪島市災害弔慰金等認定審査会の審査結果（令和6年5月14日）
	スライド 9: 　能登半島地震関連死の状況例
	スライド 10: 能登にまた冬がくる・・・ 　緊急にやるべきこと
	スライド 11
	スライド 12: 大阪府北部地震　マンションの６階 震度６弱2018年（平成30年）6月18日7時58分　被災者提供
	スライド 13: 大阪府北部地震（２０１８．６．１８　AM７：５８）
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: 大阪府北部地震（M.６．１　最大震度６弱） エレベータ対策の教訓と提案
	スライド 20
	スライド 21: 東日本大震災：宮城県マンション管理士会員の体験談
	スライド 22
	スライド 23: 進み続ける高齢化（出典：統計局HP） 75歳以上は30年で約３倍！
	スライド 24
	スライド 25: 要介護者の日常生活動作
	スライド 26: 激増する高齢単身世帯！出典：令和元年高齢者白書 30年で3.4倍！ 
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29: 近所づきあいは減っている！
	スライド 30: 　あと少しの支援があれば・・・
	スライド 31: 公助にも限界が・・・  自治体職員は25年で16.5％減！ 出典：総務省HP
	スライド 32: 自助・共助・公助の現状
	スライド 33
	スライド 34: 熊本地震での震災関連死内訳令和３年３月末時点２１８件（更新） 出典：熊本地震の発災4か月以降の復旧・復興の取り組みに関する検証報告書、R3.4.9報道発表
	スライド 35: 熊本地震震災関連死 死亡時の生活環境区分 出典：熊本地震の発災4か月以降の復旧・復興の取り組みに関する検証報告書
	スライド 36: 能登半島地震の関連死者で体調悪化した場所 出典：NHKニュースWEB2025年7月1日 17時16分
	スライド 37: 在宅の高齢者等支援が重要！
	スライド 38: マンションでの生活継続
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42: 熊本地震マンションアンケート
	スライド 43: 被害のないマンションはなかった！ 熊本地震マンションアンケート結果から
	スライド 44: 地震保険に加入していた！ 熊本地震マンションアンケート結果から
	スライド 45: 合意形成が進んだ要因は管理会社、 理事長、理事会熊本地震マンションアンケート結果から
	スライド 46: ソフト対策見直しは居住者リスト、長期修繕計画！熊本地震マンションアンケート結果から
	スライド 47: 　長期修繕計画、防災計画・マニュアル作成が重要！熊本地震マンションアンケート結果から
	スライド 48: 理事会活動と理事のキーパースンが重要！熊本地震マンションアンケート結果から
	スライド 49: とてもこまった、問題だった（１）
	スライド 50: とてもこまった、問題だった（２）
	スライド 51: とても欲しかったもの
	スライド 52: 熊本地震に学ぶ在宅避難の肝（1）
	スライド 53: 熊本地震に学ぶ在宅避難の肝（２）
	スライド 54
	スライド 55: エレベーター等への掲示用チラシ
	スライド 56: マンション防災の方向性　（１）
	スライド 57: マンション防災の方向性　（２）
	スライド 58: マンションのトイレは首都直下地震の 最重要対策(１)  人は1日に5回のトイレ  市区町村が準備しているマンホールトイレや仮設トイレは1階にしかない・・・・ ⇒マンションからトイレのたびに上り下りするのは困難、特に高齢者、障がい者、高層階など
	スライド 59: マンションのトイレは首都直下地震の 最重要対策(２)  過去の災害では、マンション住民の多くはトイレが使えないので避難所か車中泊・・・ ⇒トイレが使えないとマンション住民が多数避難所に押し寄せる 一方、自治体はマンション住民の避難所までは用意していない。 
	スライド 60: マンションのトイレは首都直下地震の 最重要対策(３)  ⇒避難所に入れない人はどうする？  トイレも水・食料ももなければ 社会不安が増大！ パニックの発生も！  
	スライド 61:   マンションのトイレは首都直下地震の 最重要対策(４)  
	スライド 62
	スライド 63: 東日本大震災当日、新宿駅前広場 （２０１１年３月１１日午後３時２４分撮影）提供：朝日新聞社
	スライド 64: 災害に「も」強いマンションとは何か？
	スライド 65: 災害に「も」弱いマンションのイメージ
	スライド 66: 災害に「も」強いマンションのイメージ
	スライド 67: 災害に「も」もっと強いマンションのイメージ
	スライド 68: 専門家とも連携して、災害に「も」 強いマンションのイメージ
	スライド 69: 孤独なボウリング　　　 R・パットナム（米国政治学会元会長）
	スライド 70: 決め手は「ご近所力」
	スライド 71

